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国有林野事業の取組

平成23年のネット柵内の植生回復状況

ボランティア等との協働による
シカ食害対策

̶剣山・三嶺の植生回復に向けて̶

　

徳
島
県
と
高
知
県
の
県
境
近
く
に
あ
る
剣つ
る
ぎ
さ
ん山
・

三さ
ん
れ
い嶺（
徳
島
県
で
は「
み
う
ね
」）周
辺（
徳
島
及
び
高
知

中
部
森
林
管
理
署
管
内
）は
、
高
知
県
中
部
を
流
れ
る

物
部
川
の
源
流
域
に
当
た
り
、
四
国
山
地
の
登
山
の

人
気
エ
リ
ア
。
こ
の
一
帯
で
は
シ
カ
の
食
害
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
四
国
森
林
管
理
局
及
び
関
係
署
が
そ

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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深
刻
化
す
る
被
害

　

剣
山
・
三
嶺
周
辺
は
、
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ミ
ヤ
マ
ク
マ

ザ
サ
や
ス
ズ
タ
ケ
の
天
然
植
生
の
ほ
か

コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
、
ブ
ナ

の
天
然
林
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
帯
に
は
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に

お
い
て
絶
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
個

体
群
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
生
息
地
域
が
あ
り
、
四
国
森
林
管

理
局
は
平
成
15
年
に「
四
国
山
地
緑
の
回

廊（
剣
山
地
区
）」に
設
定
し
、
保
全
・
管

理
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ（
以
下「
シ
カ
」）に
よ

る
樹
木
の
剥
皮
被
害
、
サ
サ
の
食
害
な

ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
19

年
頃
か
ら
は
、
山
頂
・
稜
線
部
の
サ
サ

原
の
広
範
囲
な
枯
死
、
周
辺
の
天
然
林

で
の
樹
木
の
枯
死
、
下
層
植
生
の
衰
退

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

被
害
の
著
し
い
所
で
は
、
サ
サ
な
ど

の
植
生
が
消
失
・
裸
地
化
し
て
、
土
壌

の
流
出
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
放
置
す
れ

ば
裸
地
化
が
一
層
拡
大
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

  

ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
剣
山
国
定
公

園
、
水
源
か
ん
養
保
安
林
・
保
健
保
安
林
、

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
に
も
指
定
さ
れ
る

な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
上
、
非
常
に

重
要
な
地
域
で
す
。

具
体
的
な
取
組

　

地
域
住
民
等
の
協
働
に
よ
る
対
策
と
し
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て
高
知
県
側
で
は
、
地
元
の
自
然
保
護

団
体
や
登
山
者
団
体
、
大
学
の
研
究
者
等

で
構
成
さ
れ
る「
三
嶺
の
森
を
ま
も
る
み

ん
な
の
会（
代
表
：
依よ
り
み
つ光
良り
ょ
う
ぞ
う三
高
知
大
学

名
誉
教
授
）」（
以
下「
み
ん
な
の
会
」）が

中
心
と
な
り
、
森
林
管
理
局
・
署
、
自
治

体
等
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
よ

り
、
平
成
19
年
秋
か
ら
剥
皮
被
害
防
止
の

た
め
の
単
木
保
護
ネ
ッ
ト
巻（
通
称「
ラ
ス

巻
」）、
希
少
植
物
を
保
護
し
植
生
回
復
を

促
す
た
め
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
設
置
、

被
害
状
況
や
回
復
状
況
を
把
握
す
る
た

め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
多
く
の
市

民
へ
の
普
及
・
啓
発
と
関
係
者
の
共
通

認
識
を
深
め
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
、
環
境
学
習
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

  

ラ
ス
巻
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
設
置
は
、

高
知
中
部
森
林
管
理
署
が
資
材
を
確
保

し
、
み
ん
な
の
会
が
マ
ン
パ
ワ
ー
を
提

供
す
る
形
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

作
業
は
み
ん
な
の
会
の
ほ

か
、
高
校
生
、
大
学
生
か
ら
一

般
市
民
ま
で
幅
広
く
、
毎
回

１
０
０
名
近
い
参
加
を
得
て

行
っ
て
い
ま
す
。
登
山
口
か
ら

歩
い
て
１
時
間
半
以
上
か
か
る

現
地
も
あ
り
、
資
材
等
を
担
い

で
登
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
14
回
、
延
べ
１
、５
０
０

名
が
参
加
。
ミ
ヤ
マ
ク
マ
ザ
サ
群
落
な

ど
に
防
護
ネ
ッ
ト
柵
を
約
40
箇
所
、
剥

皮
被
害
が
顕
著
な
ウ
ラ
ジ
ロ
モ
ミ
な
ど

約
４
、５
０
０
本
以
上
に
ラ
ス
巻
を
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
設
置
が
困
難
な
遠
隔
地
等
で
の
防

護
ネ
ッ
ト
等
は
森
林
管
理
署
が
設
置
し

て
い
ま
す
。

取
組
の
成
果

（1）
現
地
の
回
復
状
況

　

植
生
の
回
復
状
況
等
を
把
握
す
る
た

め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
防

護
ネ
ッ
ト
柵
の
内
外
で
は
、植
被
率（
地

表
が
植
物
で
覆
わ
れ
て
い
る
割
合
）、

植
物
の
高
さ
、
出
現
種
数
に
大
き
な
違

い
が
出
て
お
り
、
防
護
柵
の
設
置
効
果

が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
周
辺
地
域
で
は
、
地
元
自
治

体
等
に
よ
る
シ
カ
の
個
体
数
調
整
の
た

め
の
捕
獲
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
被
害
は

一
時
期
に
比
べ
れ
ば
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た

よ
う
で
す
が
、
生
息
密
度
は
依
然
と
し

て
適
正
密
度
よ
り
相
当
高
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
の
外
側
で

も
、
シ
カ
が
嫌
う
植
物
が
拡
が
り
を
見

せ
、
中
で
も
シ
カ
食
害
に
抵
抗
力
が
あ

る
イ
ネ
科
植
物
の
ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
が
旺
盛

に
繁
茂
し
、
土
砂
の
流
出
を
防
止
し
て

い
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
み
ん

な
の
会
メ
ン
バ
ー
の
高
知
大
学
グ
ル
ー

プ
は
、
傾
斜
が
急
で
植
生
回
復
が
十
分

で
な
い
箇
所
に
、
周
辺
か
ら
採
取
し
た

ヤ
マ
ヌ
カ
ボ
の
種
子
を
蒔
い
て
早
期
の

緑
化
を
図
る
実
験
も
行
い
、
効
果
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

（2）
活
動
の
拡
が
り

　

こ
う
し
た
取
組
は
、
県
境
を
越
え
て

徳
島
県
側
で
の
活
動
に
も
拡
が
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
狩
猟
や
地
元
自
治
体
等
に
よ

る
個
体
数
調
整
の
た
め
の
捕
獲
に
加
え

て
、
周
辺
地
域
に
お
い
て
徳
島
及
び
高

知
中
部
森
林
管
理
署
が「
わ
な
」に
よ
る

捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
平
成
23
年
度
に

林
野
庁
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表

会
の「
国
民
の
森
林
部
門
」で
発
表
さ
れ

「
日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
会

長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

　

こ
う
し
た
取
組
で
被
害
は
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
、
一
部
回
復
し
て
い
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
回
復
基
調
に
な
い
箇

所
も
あ
り
、継
続
し
た
取
組
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
四
国
で
は
従
来
、
主
に
東
部
と

西
部
で
シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
か
っ
た

も
の
の
、
近
年
は
中
部
地
域
な
ど
他
の

地
域
へ
の
生
息
の
拡
大
も
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
徳
島
、
高
知
両
県
の
み
な
ら
ず
、

香
川
県
、
愛
媛
県
を
含
む
四
国
四
県
及

び
関
係
機
関
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
で

す
。
四
国
森
林
管
理
局
は
、
今
後
も
地

域
の
皆
さ
ん
と
共
に
植
生
回
復
に
取
り

組
み
、
三
嶺
を
は
じ
め
と
す
る
四
国
の

貴
重
な
天
然
林
・
天
然
植
生
の
保
全
・

再
生
の
た
め
、
シ
カ
対
策
な
ど
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ボランティアによる防護ネット柵設置

平成23年のネット柵内の植生回復状況
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